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林 捕 栄(1)

31. トビダシウラジ口毛ミ (新称〉

常緑針葉高木，樹皮，校条， 葉の形態などは基本種のウラジロモミと大した相違はない。 球果は円筒

形で長さ 10-12 c隅， 径 3-5cm である。右鱗は倒卵状模形を呈し，先端は微凸形をなし辺縁に微細

なる鋸歯があり長さ 1. 0-2.0 c捌〈種鱗の柄の基部よりの長さ)， 種鱗は小半月形，上辺の左右端は耳染

様をなし不整の歯牙があり，長さ 1. 2-1. 8 cm， 幅 2.5-2.9 cm ばかり。萄鱗の長さは種鱗より長く合

せ目より外に抽出する。種子は倒卵状模形，長さか河刑制，麹は扇状広模形，長さ 8-12 mm あり種子

よりはるかに長い。

産地山梨県下富士山

採集者小島俊郎

基本種ウラジロモミの萄j鱗は普通種鱗の半長しかないが，本品種は若鱗長く種鱗の合せ目より外にかな

り抽出していることが，おもな相違点である。 山梨県林業試験場技師小島俊郎氏が， 1959 年秋富士山で

発見採集し，筆者に標本を届けられたものである。

32. 乙メマツハダ

常緑の針葉高木で樹高 20-30 m , 胸高直径 40-80 cm となる。 樹皮は暗灰色で薄く鱗片状に剥離す

る。小枝は赤褐色を呈し褐色の腺毛を生ずる。いちじるしく樹脂に富み傷つけるとモミのように樹脂を分

泌する。業枕はいちじるしく高い。冬芽は褐色で円錐形をなし先端とがり，基部膨大する。葉は剛強で長

さ 13-18 隅隅ばかり，特に球果をつける葉は剛強で費曲し白粉を被ることが多い。稚樹の輪状葉には鋸

歯がある。葉の横断面において内皮細胞の数は 23-25 個ある。球果は円筒形で先端細くなり鈍にとがり

長さ 8-12cm， 幅 2.4"'4 cm あり，はじめ緑褐色で成熟時は褐色となり光沢がある。種鱗は馬蹄形，先

端はやや丸く微細な鋸歯がある。右鱗は狭菱形である。種子は長さ 3"'3.5 mm， 幅 2"'2.5 mm， 麹の長

さ 8'"'-'宮 mm あり， 5"'6 月開花し 10 月成熟する。

従来一般にヒメマツハダはイラモミの変種として認められていたが，わたくしは数回にわたり Type-

locality である長野県下八ヶ岳西岳のヒメマツハダや，南アノレプスのミコプチ，仙丈ケ岳などに産するヒ

メマツハダを調査し，かっ多数の標本を採集してきて，イラモミとの相違を精細に検討した結果上記のよ

うな明白な相違点があるので，イラモミの変種ではなく別種であるとし、う考えに到達したので学名をかえ

変種から種にひき上げた(拙著日本産針葉樹の分類と分布 (1960) ， p. 55 で発表ずみ)0 acicularis の名

は前に同属の別種の種名として発表されているので使われず，新しい種名を与えた。

採集者林粥栄

(1) 浅川実験林主任・樹木研究室長・理学博士
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33. オゼトウじ (新称〕

わたくしは本土産のトウヒと北海道以北産のエゾマツと尾瀬周辺産のトウヒの 3 者の相違点を実地調査

と多数の標本とにより比較検討してみた結果，オゼトウヒは尾瀬周辺にのみ産し，種々の形質はエゾマツ

に似ず，全くトウヒと同じであるが，ただ樹皮が灰褐色を呈し厚く不規則な鱗片状をなし深い裂目を生ず

ることのみがエゾマツとほぼ同様であることを確かめたので， トウヒの 1 品種として上記の和名と学名を

与えた(拙著日本産針葉樹の分類と分布 (1960) ， p. 55 で発表ずみ〉。

採集者林粥栄

34. アズサパラ毛ミ

常緑の針葉高木，樹高 15-20m， 胸高直径 20-40c隅となる。樹皮は灰褐色で厚く鱗片状にはげる。

樹冠は円錐形をなす。冬芽は円錐形，赤褐色で樹脂が多L 、。 1 年生枝は黄味を帯びた褐色で無毛である。

葉枕は低い。棄は線形で基本種ヒメパラモさより長く 12-18mm ばかりで，球果をもっ枝では費曲し」二

部にそる。横断面は菱状四角形をなして四面に気孔帯がある。球果は長精円状円筒形でヒメメラモミより

大きく長さ 7-9c隅， 11届 2.2-3.2cm あり黄緑色，のち褐色に成熟し光沢があり，ほとんど無柄で斜めに

下垂する。種鱗は馬蹄形状，基部は模形で先端はまるい。葱鱗は小さく先端とがる。種子は黒褐色でヒメ

パラモさより大きく長さ 3-5mm， 幅 2-3 問問，翼も長さ 10-12 mm あり，ヒメパラモミより長い。

5 月開花し， 10 月ごろ球果が成熟する。

この横物は中井猛之進博士がヒメパラモミとは違う別種としてアズサパラモミの和名と Picea senanenｭ

sis NAKAI の学名を与えられたといわれるが，未発表に終わっている。わたくしは精細な実物検討の結果，

別種ではなくヒメパラモミの変種と認め，別記のような学名を与えたものである。 Type-tree は長野県南

佐久郡梓山にある。 南アノレプス仙丈岳山競戸台などにもある(拙著日本産針葉樹の分類と分布 (1960) ，

p. 55 で発表ずみ〉。

採集者林禰栄

35. ホソパアスナロ (新称〉

この品種は最初牧野富太郎博士が注意され，コアスナロといわれたというが精しいことはわからない。

もちろん正式の発表もない。わたくしは実地調査研究の結果，上記の新しし、和名と学名を与えた。本品種

は鱗棄がいちじるしく細く，一見して区別がつく。特に生木は母変種ヒノキアスナロとは全く違って見え

る。球果はヒノキアスナロ型ではあるが，形小さく鱗片にいくぶん突起がある。青森市付近の内冥部， I!jt_ 

望山などにまれに自生がある(拙著日本産針葉樹の分類と分布 (1960) ， p. 55 で発表ずみ〉。

採集者林禰栄

36. タリハダ1::::.ノキ

常緑針葉高木，樹皮白く縦に言語れ目を生じ，全くクリのようた肌をしている;樹皮のほか葉，球果など

の形態はヒノキとほとんど違わない。

産地東京都八王子市恩方駒木野，ヒノキ植栽林の中にまれにある。



日本産樹木新報知 (4) (林〉 - 69 

採集発見者長谷川孝三

基本種ヒノキの樹皮のように，いわゆるヒ肌をなさず，樹皮白く外観がちょうどクリの肌そっくりのも

ので，樹皮以外の変化は認められない。最初元林業試験場長農学博士長谷川孝三氏が，当時帝室林野1局林

業試験場付属小仏事業区区劃l班 2 イの大正 4 年度植栽のスギ， ヒノキ林中で発見され和名をクリハダヒノ

キと命名されたもので， r御料林J 55 号(昭和 7 年 12 月〉の口絵に写真と簡単な説明が記されている。

もとはこれ以外のところにも数本あったということである。

37. アツカワサワラ (新称)

常緑針葉高木，高さ 13 伽，胸高直径 18 c隅ある。このアツカワサワラはサワラより樹皮が厚くなり，

海綿質でフワフワした軟らかし、感じがし，縦に長い講を生ずる。枝葉，球果などの形態はサワラとほとん

ど違わなL、。

産 地東京都八王子市元八王子町

採集実見者林粥栄

基本種サワヲとの著しい相違は樹皮厚く海綿質でフワフワして軟らかく，縦に長い溝を生ずることであ

る。この樹皮の状態は，ちょうど北米西部の海岸山脈に自生するセコイヤ・センベノレピレンス (Sequoia

se桝iþervirens ENDL.) の樹皮によく類似している。この木はもとサイノカミ国有林， 現在八王子市，市有

林内のヒノキ造林地中に 1 本ある。ほかに近くの山に 1'" 2 本あるといわれるが，わたくしは確認してい

ない。このヒノキ林の種子は木曾地方からきたものであるとしづ。木曾地方にも，こんな樹皮を'したサワ

ラがあるかもしれないと思うっ 「学名もない珍木」その他の題名で，きる 5 月 3 日付の朝日，毎日，読売

など各新聞の地方版にのった木である。

38. シダレイヌシデ 〈新称〉

落葉高木，校は下垂する。葉は有柄互生，卵形，楕円形あるいは長楕円形，長さ 3.5"'8 cm， 幅 2.5--

3.5 c肌側脈 9"'15 対，若葉および柄には毛が多いが， 成葉では表面の主脈および裏面に伏毛が残存す

る。

産地東京都下北多摩郡国分寺町に稀産する。

採集者林湘栄

基本種とのおもなる相違は校が著しく下垂することである。

39. オクタマコアジサイ (新称〉

落葉の小低木，枝は幼時紫色のち褐紫色となる。葉は有柄対生，倒卵形，卵形あるいは狭卵形，業質や

や厚く小形で長さ 2.5"'6.5 cm， 憾 1"'3cm， 鋸歯は浅く網脈の数が少なし、。葉柄および主脈の一部，花

輪は紫色，葉の表面の脈上，葉柄，葉裏，花軸などに白色の伏毛を生ずる。おしベ 10 本あり紫色，花弁

は 5 枚で黄白色，基部は濃紫色，あは濃黄色，花糸は濃紫色， 花柱は 3 "'(4) 深裂し，そのおのおのの長

さ 1"'1. 5 刑制，柱頭は帯緑黄色で発達し肥厚する。花の香が弱い土

産地東京都西多摩郡奥多摩町川乗山に稀産する o

係集者林粥栄
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昭和 28 年，川乗山で発見し，葉形その他がコアジサイと違っているので一部を根掘りしてきて浅川実

験林に植栽しておいたのが今年開花したものである。

原種コアジサイとのおもなる相違点は，葉の質厚く，細長く小形で，鋸歯が浅く網脈の数が少ないこと，

葉柄，棄の表衰の毛が伏毛であること，花弁の基部が濃紫色であること，約が濃黄色で目だつこと，花柱

は深裂し，柱頭がよく発達し突起をなしていること，花の香の弱し、ことなどである。当初コアジサイとガ

タウツギかコガクウツギかどちらかの交配種と考え，種々検討したがそのちょうこうほとんどなく結局コ

アジサイの変種と認めた。和名オクタマコアジサイは奥多摩産のコアジサイの意味である。アマギコアジ

サイ (H. amagiana MAKINO) とも違ったものである。

40. キヨスミサワアジサイ (新称〉

落葉低木，葉は有柄対生，楕円形，長楕円形あるいは卵形， 先端尾状鋭尖頭， 辺縁に著しい鋸歯があ

り，質薄く光沢がなし、。若葉は緑褐色を帯ぶ。葉上下面ともに有毛，花柄に白毛が密生する。不登花の苓

片は 3-5 個，大形， 花弁状をなし，形丸く全辺あるいはまれに波状鋸歯縁をなし， 弁に脈 7"-'8 個あ

り，その点サワアジサイよりガクアジサイょうである。色は白色，縁のみが同じ幅を保って紅色にくまど

る。弁全体が白かったり，あるいは紅色をなすことは全くない。つぼみの先端だけが紅色であるO

産地千葉県君津郡上総町，清澄山に稀産する。

採集者林?爾栄

全部の不登花の弁片が幅広く 7-8 個の脈を生じ，色は白色で縁.のみが一定の幅にあざやかな紅色でく

まどり，非常に美しく，園芸的価値があるo

41. オオヤママJI..パウツギ (新称)

落葉低木，葉は有柄，対生，長楕円形あるいは彼針形，鋭尖頭，模底，牙歯状の細鋸歯縁，長さ 2.8.....，

8.5 c間，幅 1""3cm， 棄の表裏に星状毛密生し，立毛はほとんど生じない。葉裏脈上には有柄の星状毛を

生ずる。両国粗渋で紙質，葉脈は上面に凹む。円錐花序は頂生，やや多数花，星毛密生，考には星毛およ

び直立毛密布する。花弁 5 個長さ約 5mm， 花柱 3 本(まれに 2 本)，花糸には歯がない。務果は径約 2.5

-3 問問で小さい。

産地神奈川県中郡伊勢原町大山〈タイプ・ローカリティ)，および八王子市高尾山に稀産する。

採集者林禰栄

業は基本種ツクシウツギにやや似るがそれより葉質が薄い。花その他の形質はマノレパウツギにやや似て

いる。和名のオオヤマはタイプ・ローカリティの大山をとったものである。

42. ビロウドコクサギ (新称〉

落葉低木， 1 年生校および 2 年生枝に毛多し。葉は有柄，互生，倒卵円形，葉状卵形あるいは楕円形，

f季き 2.5""11 c隅，幅 1.5-5 cm， 急鋭頭，鈍端，全縁，成葉の表面脈上に白毛多く生じ， 裏面全体にピ

F ウドょうの白毛を密生する。葉柄にも白毛を生ずる。

産地神奈川県足柄上郡山北町世附に点生する。

採集者林禰栄
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基本種とのおもなる相違点は 1-2 年生校に毛の多いこと，成葉の葉柄と表面脈上に白毛多く生じ，裏

面全体にピロウドょうの白毛を密生することなどである。

43. タンザワツリパナ 〈新称〉

落葉低木，葉は有柄対生，倒卵形あるいは倒卵状精円形，長さ 1. 5-5.0 cm, I隔 0.5-1. 8 cm， 小形，

鋭尖頭，模形，細鋸歯縁，業面に光沢なく，質薄し。花梗細く紙状に分岐し， 2"-'5 花を下垂する。花梗

は葉と同長またはやや長い。花は白紫色，小形，花弁 4"-'5 個，倒卵形で内旋する。毒事は比較的大形，果

は球形，小形で径 5-7 抑制，平滑， 5 穀片に開裂し，種子もまた小形である。 形態はかなり遺伝するよ

うであるO

産地神奈川県丹沢山(タイプ・戸ーカリテけなどに点生する。また都下の高尾山にもまれにあ

るO

採集者林湘栄

基本種に比し，葉著しく小形で，網脈顕著でなく， 業質がうすい。 概形はコマユミのようである。花

梗短く，花の数少なく，花弁の形状が異なる。果実， 種子ともに著しく小形， ニツコウマユミ form.

nipponicum (MAXIM.) HARA にやや似るが，葉形，花色，花弁の形状などにちがいがある。和名コマユミ

ツリバナはコマユミの葉に似たツリパナの意味である。

Notes on Jallanωe Trees and 8hrubs (4) 

Yasaka HAYASHI 

31. Abies homolepis 81EB. et Zucc. 

form. fujisanensis HAYASHI form. nov. 

Arbor aculeato・sempervirens， strobilus cylindricus 10-12 c隅 longus 3-5 cm latus, squama 

lunulata 1.2-1.8 cm longa, 2.5-2.9 cm lata, bractea exserta, obovato・cuneata serratodentata 

1-1.8cm longa. 

Nom. Jap. Tobidashi-urajiromomi (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Kai; Mt. Fuji 

(Toshir� KOZIMA, October 15, 1959, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

32. Picea shirasawae HAYASHI nom. nov. 

Picea bicolor MA YR var. acicularis SHlRASA W A et Koy AMA in Bot. Mag. Tokyo 玄玄Vffi. 129, 

pl. 11, f. 9-17 (1913) 

The bark of the trunk dark grey, thin, scaly fissured; branchlets reddish brown with 

brown glandular hair; pulvinus strongly elevated; winter buds brown, conic且1， acute at the 

apex, swollen at the base; leaves long, hard and coarse; leaves bearing cones especially hard 

and coarse, often pruinose; endodermal cells many, in a cross section of a leaf as many as 

23-25; cones cylindrical, 8-12 cm long, 2.5-4 cm wide, obtuse at the apex, greenish brown 

at first, and becoming brown when maturing, shining; cone.scales horseshoe shaped, slightly 
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rounded 'at the .apex with minute serration; seeds 3--'3.5 mm long, 2--2.5 例制 wide; wings 8. 

-9 抑制 long; vertici11ate leaves of saplings with serration on margin. 

33. Picea jezoensis CARR. var. hondoensis REHD. 

form. ozeensis HAYASHI, form. nov. 

Cortex cineraceus, grossius lepidotus. 

Nom. Jap. Oze・tôhi (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Iwashiro; Oze 

(Yasaka HAYASHI, October 3, 1955, typus in Herb. Gov. For. Exp. Staふ

34. Picea maximowiczii REGEL 

var. senanensis HAYASHI var. nov. 

Picea senanensis NAKAI mss. 

Folia linear匂 acuminata 12--18 mm longa , strobi1i oblongo・cylindrici 7--9 cm longi 2.2--

3.2 cm lati, bractea acuta, semina 3--5 抑制 longa， 2--3 mm lata, ala 10--12 抑制 longa.

Nom. Jap. Azusa-baramomi 

Hab. in Hondo. Prov. Shinano: Azusayama 

(Yasaka HAYASHI, October 5, 1954, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

35. Thujopsis dolabrata 8IEB. et Zucc. 

var. hondai MAKINO 

form. uchimappeana HAYASHI form. nov. 

Folia tenuia, brevia, strobi1us parvus, squama apice abrupte cuspidata. 

Nom. Jap. Hosoba-asunaro (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Mutsu; Mt. ChÓ凶

(Yasaka HAYASHI, Sept. 17, 1947, typ四 in Herb. Gov. For. Exp. Sぬ.)

36. Chamaecyparis obtusa (8IEB. et Zucc.) 

8IEB. et Zucc. a}'l. ENDL. 

form. hasegawana HAYASHI form. nov. 

Arbor sempervirens, cortex alba, cum fissis longis ut in Castanea crenata.匂

Nom. Jap. Kurihada-hinoki 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Ongata 

37. Chamaecyparis pisifera (8IEB. et Zucc.) 

81EB. et ZUCC. a}'l. ENDL. 

form. crassa HAYASHI form. nov. 

Arbor sempervirens, cortex spongioso-incrassata, fissis elongatis insignis. 

Nom. Jap. Atsukawa-sawara (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Hachi�i 

38. Carpinus tschonoskii MAXIM. 

form. pendula HAYASHI form. nov. 
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Ramus pendulus. 

Nom. Jap. Shidare-inushide (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. 島1usashi; Kokubunji 

(Yasaka HAYASHI , May 10, 1958, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta_) 

39. Hydrangea hirta (THUNB.) 8IEB. et Zucc. 

var. okutamana HAYASHI var. nov. 
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Folia opposita petiolata obovata, ovulata veI oblongo・obovata， crassa breviter serrata, 2.5 

"'-'6.5 cm Ionga 1"'-'3 cm Iata_ foliorum pagina subtus petiolus et in包or百centiae rachis pilis 

appressis albidis dense obsita, petala 5 chrysoleuca, basi ostrina, stamina 10 inaequaIia , 

filamentis ostrinis, antheris fiavis, styIi 3吋'4) tripartiti 1"'-'1. 5 mm Iongi, stigma viridiflavum 

incrassatum. 

Nom. Jap. Okutama-koajisai 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Mt. Kawanori, Cult. Asakawa 

(Yasaka HAYASHI, June 10, 1960, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

40. Hydrangea macrophylla (THUNB.) 8ERINGE 

var. acuminata (8IEB. et Zucc.) MAKINO 

form. pulchella HAYASHI form. nov. 

Folia opposita petiolata eIIiptica oblonga veI rotundata caudato-acuminata, grosse-serrata. 

subtus hirsuta, pedunculus albo-pilosus. Floris sterilis calyx albus integer, Iimbi rubri. 

Nom. Jap. Kiyo抑制-sawaajisai (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Awa; Mt. Kiyosumi 

(Yasaka HAYASHI , June 25, 1960, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

41. Deutzia sieboldiana MAXIM. 

var. dippeliana C K. SCHN. 

form. longifolia HAYASHI form. nov. 

Folia opposita petiolata, acuminata basi cuneata, dentato-serrulata, oblonga veI Ianceolata 

2.5"'-'8.5 cm Iata 1"'-'3 cm Iata, utrinque steIIato・piIosa. Flores albi, 5-petaIi 5 別問 Iongi ， styIi 

3 (2) , cupsula 2.5"'-'3.0 例m Ionga. 

Nom. Jap. Ôyama仰叩bautsugi (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Sagami; Mt. Oyama 

(Yasaka HAYASHI , June 5, 1958, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

42. Orixa japonica THUNB. 

form. velutina lIAYASHI form. nov. 

FoIia alterna petiolata, obovata, rhombico-ovata vel eIIiptica, integra, 2.5"'-'11 cm Ionga, 

1.5"'-'5_0 c隅 Iata， supra hirsuta et in nervis albo-piIosa, subtus dense albo-velutina. 

Nom. Jap. Bir�o-kokusagi (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Sagami; Mt. Yozuku 
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(Yasaka HAYASHI , Sep. 25 , 1956, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

43. Euonymu8 oxyphyllus MIQ. 

var. microcarpu8 IlAYASHI var. nov. 

Folia opposita petiolata obovata vel obovato・oblonga，1. 5'"'-'5.0cm longa, 0.5'"'-'1.8cm lata, 

parva, acuminata, basi cuneata, serrulata. Flores albo-ostrini parvi, petala 4'"'-'5, involuta 

obovoidea, calycis dentes majusculi, fructus laevis globosus 5'"'-'7 刑問 diam. ， 5-valvus. Semina 

exigua. 

Nom. Jap. Tanzawa.tsuribana (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Sagami; Mt. Tanzawa 

(Yasaka HAYASHI , June, 10, 1958, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

付 録(草本類〉

3. エダウチクサアジサイ (新称〉

F サアジサイの草体が 7'"'-'8 に分岐し，そのおのおのに普通の葉を生じ花をつけた 1 品種で，群馬県勢

多郡東村にある東京農工大学草木演習林に小群落をなしていた。筆者が発見採集したものである。

4. シロパナオカタツナミソウ (新称〉

オカタツナミソウの白花品で，上唐の一部分のみがわずかに紫色を帯んだものである。都下八王子市長

房町にある農林省林業試験場浅川実験林内で，樹木研究室員小林義雄技官が発見採集したもので，個体数

は少なし、。学名は同技官と筆者との協同名で発表する。

5. パライロキヌタソウ (新称〉

キヌタソウのパラ色の花を開く 1 品種で，神奈川県丹沢山塊の大室山に自生し， 1 カ所に小群落をなし

ていた。筆者が発見採集したものである。

6. ~レノブキ (新称〉

ノプキの葉には長柄があり，それに普通狭翼があるが，この品種は広い翼を生じそれが羽状に不整深

裂し，長いヒレ状をなしたものである。筆者が高尾山で最初発見採集し認めたものであるが，他の場所に

も見られ，多く群生している。羽状深裂の度は個体により変化は多いが，狭翼のみを生ずるもの主はすぐ

区別がつく。

7. 毛毛イロタテヤマギク (新称〉

タテヤマギクの舌状花が最初から終わりまで桃色を呈する 1 品種で，神奈川県の丹沢山に産する。筆者

が発見採集したもので小群落をなしていた。
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8. マルパノカシワパハグマ 〈新称〉

基本種カシワパハグマに比し葉が丸<.やや円形または卵円形を呈し，事F歯または不整欠刻が非常に浅

く，両面にほとんど毛なく，かつ縁毛を生じない 1 品種で，花の形態にはたいした相違は認められない。

筆者が高尾山で発見採集したものであるがー少部分に小群落をなし，個体数は少なかった。

9. ホソパノミミガタテンナンジヨウ (新称〉

さきガタテンナンショウの葉が著しく細長く，狭彼針形ないし長楕円状披針形をなすもので，仏焔替は

濃赤紫色で縦に白い線があり，筒部は長く，省片は卵形で鋭尖，初めやや立つがのち前屈し，基本種より

1隔が狭い。筆者が高尾山で発見採集したものであるが，稀産のものである。増補版牧野日本植物図鑑

(1935) p. 1246，第 3727 図は本品種にやや似た図である。この型はさきガタテンナンショウとしては異

型に属するものでホソパミミガタテンナンショウ型のものである。また山では葉や仏焔右の幅が広く大き

い型も見られる。

10. エダウチ芝ゾシダ (新称〉

ミゾシダの葉身が 2"'4 岐した 1 品種で，突然変異でできたものと思われる。筆者が高尾山で発見採集

したもので，ただ 1 株しかなかった。

11. ハガワリコタニワタリ (新称〉

これは葉身が 2"'4 深裂したり，あるいは十文字形をなし縁辺が波状をなすなど 1 株で毎年違った葉型

の出るコタニワタリの崎形的 1 品種である。数年前栃木県塩谷郡栗山村鬼怒沼山の山麓で筆者が発見採集

したもので，形が非常に珍しし、ので根を掘って持ち帰り植栽し，現在も生きており，年々珍しい葉を出し

ている。

12. ムラサキギンパイソウ(新称〉

ギγパイソウの花と不登花が，ともに紫董色をしたものである。 1960年 8 月 4 日，静岡県磐田郡水窪町

白倉山国有林で筆者の発見したものである。一箇所に小群落をなしていた。

本研究に直接種々ご懇篤なる教導を賜わった国立科学博物館図書課長理学博士大井次三郎氏，同館奥山

春季氏などに深甚なる謝意を表する。

Appendix (Herbaceous plants) 

3.ιàrdiandra alternifolia SIEB. et Zucc. 

form. ramosa HAYASHI form. nov. 

Caulis 7-8・ramosus.

Nom. ]ap. Edauchi~kusaajisai (nov.) 
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Hab. in Hondo. Prov. K�uke; Kusaki 

(Yasaka HAYASHI, Aug. 6, 1958, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

Flores albi. 

4. Scut駘laria brachý喧pica NAKAI et HARA 

f�m. albiflora HAYASHI et Y. KOBAYASHI form nov. 

Nom. Jap. Shirobana-okatatsunamis� (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Asakawa 

{Yoshio KOBAYASHI, May 26, 1960, typus in Herb. G�. For. Exp. Sta.) 

5. Galium kinuta NAKAI et HARA 

form. roseum HAYASHI form. nov. 

Flores rosei. 

Nom. Jap. Barairo-kinutas� (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Sagami; Mt. Omuro 

くYasaka HAYASHI, July 18, 1956; ty�us in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

6. Adenocaulon himalaicum EDGEW. 

form. uropterum HAYASHI form. nov. 

Folia renitormia vel deltoideo・reniformia， 5~14 c例 longa， 1O~23 c削 Iata， petioli 1O~22c附

longi, conspicue alati, ala margine inaeq明liter serrata. 

Nom. Jap. }五γe-nobuki (nov.) 

Hab. in Hohdo. Pt�. Mi.Isashi; Mt. Takao 

ー (Yasaka HAYASHI, Se�. 30, 1958, typus in Herb. G�. F�. Exp. Sta.) 

T. Aster d絈orphophyll� FRANCH. et SAVAT. 

form. roseus HAYASHI form. nov. 

Flores rosei. 

Nom. Jap. Momoiro-tateyamagiku (nov.) 

屯Hab. in Hondo. Prov; Sagami; Mt. Tanzaw� 

(Yasaka HAYASHI, Aug. 20, 1957, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

8. -Pertya robustum (MAXIM.) BEAUVERD. 

form. rotundatum HAYASHI form. nov. 

Folia subrotunda vel ovata, 4. 5~7 . 0 c隅 longa ， 3. 0~5. 5 cm lata. 

Nom. Jap. Man伽-no-kashiwabahag仰~a (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Mt. Takao 

(Yasaka HAYASHI, S巴p. 30, 1958, typ田 in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

9. A,.isaeina liinbatum NAKAI et MAEKAWA 

form:. cmgustifoli�n HAYASHI f�m. "nov. 

Foliola lineari品工lceolata 4~15 cm longa, 0.4~2.5 c帥 lata. Spathaè~tùbus in còì~rよ邑áhlia

purple hyalino vel albo-striatus 4~6 c肌 longus， ore eximie auriêulatöcextetisus, úm:bùè'õvàto・
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:acuminatus primo er巴ctiusculus demum infiexus. 

Nom. Jap. Hosoba-no-mimigatatennansh� (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Mt. Takao 

くYasaka HAYASHI. Apr. 23. 1958. typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

10. Leptogramma mollissima (FISCH.) CHING. 

form. takaoyamensis HAYASHI form. nov. 

Fr�s dichotome 2.......,4-divisa. divisionibus ovatolanceolatis. 

Nom. Jap. Edauchi 

Hab. in Hondo. Prov. Musashi; Mt. Takao 

(Yasaka HAYASHI. May 30. 1960. typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

11. Phyllitis scolopendrium (LINN.) NEWM. 

form. variifolium HAYASHI form. nov. 

Folia varie divisa. profunde 2""""4 ・partita. interdum cruciatim divisa. 

Nom. Jap. Hagawari-kota先iwatari (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Shimotsuke; Mt. Kinunuma 

(Yasaka HAYASHI. Sep. 3. 1955. typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

12. Deinanthe bifida MAXIM. 

form. violacea HAYASHI form. nov. 

Flores fertiles et steriles violacei. 

Nom. Jap. Murasaki-ginbais� (nov.) 
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Hab. in Hondo. Prov. T凸tômi; Mt. Shirakura (Yasaka HAYASHI. Aug. 4. 1960. typus in 

Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

付記

シシンデン(紫震毅〉の雄花初めて咲く

シシンデンは学名を Shishindenia ericoides MAKINO (Zissai-engei. Vol. 24. p. 1305. with. fig..1938) 

= Chamaecyparis obtusa SIEB. et Zucc. var. ericoides BOEHMER 

=Cha問。ecyparis obtusa forma Sanderi REHD. 

といし、，ー名ホウオウヒパともいう c ヒノキ科の植物である。

増補牧野日本植物図鑑には「極めて稀に栽培を見る常緑の針葉濯木， 性質虚弱で育ちにくく，高さ 50

C間以上のものを著者はまだ見たことがないc また花も果実も生じた事実を知らないが，葉の形態の特殊

性から 1938 年に独立の属名を与えたものであるC 茎はやせ少数の枝を打つ。葉は対生，長さ 1c例程の

線状長楕円形で無柄，鈍頭，革質で茎に直角につき，葉脚は若干茎面に流れる。陪緑色，中脈が軽く表に

凹み，裏に凸起，ここに横断面で一樹脂道あり，気孔条なきは特異である。概形ヒノキの初生葉に似た点

がある。和名は共に園芸名」とあるc とにかくごくまれにしか見られない珍しい針葉樹であるつ

わたくしはこの樹木を 5 本，偶然の機会で，デパートの盆栽売場で手に入れ，大切に育てながら，この
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樹木が何木から分化されたものか，祖先がえりの状態はなし、かなどと注意深く見まもっていた。まず最初

のこころみとして，この植物に類似していると思われるヒノキ，サワラ， :7ロベ(ネズコ)， アスナロな

どの種子をまき，そのおのおのの樹種の初生葉とシシンデγの葉を比較検討してみた。その結果上記 5種

の樹種のうちクロペにいちばん類似しているように恩われた。

その後神戸市立森林植物園からシシンデソのまれに見るほどの老木(半枯の)を数本もらってきたので，

樹肌の概様，樹皮， 材， 香などをヒノキ， サワラ， :7ロベ，コノテガシワ，アスナロなどと比較してみ

た。それによると樹肌の概様などはクロベ，コノテガシワ，アスナロなどに近く，ヒノキやサワラとは異

なっていることがわかった。若葉，若校などの香はコノテガシワに最も類似しているようである。材につ

いては専門家に見てもらったがはっきりした結論が得られなかった。

昭和 35 年 1 月 20 日浅川実験林の硝子室に鉢植えされていたシシンデン 1 本に雄花が十数個開花した。

これは林業試験場造林部造林科長の加藤善忠技官と同部育種第二研究室の福原橋勝技官が協同で研究して

いる「ジベレリンによる針葉樹の開花促進」の研究材料のーっとしてこのシシンデンを提供したもので，

ジベレリ γの散布によりこの開花困難な珍木がみごとに開花したものである。福原技官の話によると，こ

れは前年の 1959 年 7 月 28 日，濃度 100ppm のものを散布したという L この前， 1958 年には 6 月 18 日

に濃度 300 ppm のものを散布したが開花しなかったとのことである。とにかく雄花が咲いたので，これ

を種々なる方面から検討してみた。シシンデンの雄花の形態をヒノキ，サワラ，タロベ，コノテガシワ，

ニオイヒベアスナロなどと比較してみた結果，コノテガシワに最も類似していることがわかった。花粉

の状態は，花粉の研究学者東邦大学助教授幾瀬マサ博士に送り検討してもらったが，ヒノキ属やクロベ属

の植物と大した相違なく，このシシンデンだけが他の類似植物の花粉と違っているということはないとの

返答であった。以上の諸種の点から推察してみて，今までのところシシンデンはヒノキ (C加maecyparis)

属よりもクロペ (Thuja ， Biota を含む〉属から分化したもののように考察される。

東大の前川文夫博士はシシンデンはアスナロから分化したものではなレかといわれている。

しかし今後シシンデンの雌花がつけば，これらの問題の結論は案外早くでるものと思われるc

直接種々ご教示を得た造林科長加藤善忠技官，および育種第二研究室福原槍勝技官に厚く感謝するH

",. .，ドw・.. ~，，' 



31. トビダシウラジロモミ
Abies ho例olePis SIEB. et ZUCC. 

form fujisanensis HAYASHI 

32. ヒメマツハダの葉の横断面→

32. ヒメマツハダ

Picea shirasawae HAYASHI 

-Plate 1ー

32. ヒメマツハダ

Picea shiγasawae HAYASHI 



-Plate 2-

33. オゼトウヒ

Picea jezoensis CARR. 

var. hondoensis REHD. 

form. ozeensis HAYASHI 

34. アズサパラモミ(原標本木)→

Picea maXI刑owiczii REGEL 

var. senanensis HAYASHI (Type田tree)

• 33. オゼトウヒ林
Forest of Picea jezoensis CARR. 

var. hondoensis REHD. 

form. ozeensis HAYASHI 

33. オゼトウヒ

Picea jezoensis CARR. 

var. hondoensis REHD. 

form. ozeensis HA  Y ASHI 



34. アズサパラモミ

Picea 問。xi捌:owiczii REGEL 

var. senanensis HA  Y ASHI 

• Plate 3-

35. ホソパアスナロ

Thujopsis dolabrata 51EB. et Zucc. 

var. ho明dai MAKINO 

forrn. uchi問appeana HAYASHI 

• 36. クリハダヒノキ(長谷川原版)

Chal刊aecypaγis obtusa (5IEB. et Zucc.) 

51EB. 巴t Zucc. ap. ENDL. 

forrn. hasegawana HAYASHI 

林業試験場付属御料地小仏事業区，区画班 2 イ，大正 4

年ヒノキ，スギ植栽地のなかに樹皮白く外観あたかもク
リの肌に似た珍しいヒノキがあるので，クリハダヒノキ

と名付けた。写真(1) ， (2)は肌，樹皮以外には日IJ段変わっ

た点は認められぬQ (長谷川原記載文)

37. アツカワサワラ

Cha隅aecyparis

ρisifeγa (5IEB. et 

Zucc.) 51EB. et ZUCC. 

ap. ENDL. 

forrn. crassa 

HAYASHI 

37. アツカワサワラ

の Cha削aecyparis pisifera (5IEB. et Zucc.) 

SIEB. et Zucc. ap. ENDL. 

forrn. crassa HAYASHI 
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38. シダレイヌシデ

Caγþinus tschonoskii MAXIM. 

form. pendula HAYASHI 

40. キヨスミサワアジサイ

品1drangea 刑acrophylla (THUNB.) SE宜INGE

var. acuminata (SIEB. et Zucc.) MAKINO 

form. pulchella HAY ASHI 

39. オクタマコアジサイ

Hydrangea hiγta (THUNB.) SIEB. et Zucc. 

var. okutamana HAYASHI 

41. オオヤママノレパウツギ

Deutzia sicboldiana MAXIM. 

var. diPpeliana C. K. SCHN. 

form. longifolia HA Y ASHI 



41. オオヤママノレパウツギ

Deutzia sieboldiana MAXIM. 

var. dippeliana C. K. SCHN. 
form. longifolia HAYASHI 

時一向鰍棚ー脚
日明柵

43. タンザワツリパナ

Euonymus oxyphyllus MIQ. 
var. mi，町'ocarpus HAYASHI 

-Plate 5 

42. ビロウドコクサギ

0γixa japonica THUNB. 
form. velutina HAYASHI 

43. タンザワツリバナ

Euonymus oxyphyllus MIQ. 
var. microcarpus HAYASHI 



-Plate 6ー

イ寸 録 (革本類) Appendix (Herbaceous plants) 
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3. エダウチタサアジサイ

Cardiandra alteγ叫ifolia 81EB. et Zucc. 
form. ramosa HAYASHI 
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5. ノミライロキヌタソウ

Galium kinuta NAKAI et HARA 
form. roseum HA Y ASHI 

。、

...._.幽唱守司・マャー士，....
偽...... 踊唱湯酬輔幽鮪・...鞠.. ー，偽

証謝時蜘畢襲暢務機鰻期

'."絡

4. ・ンロパナオカタツナミソウ

Scutellaria brachyspica NAKAI et HARA 
form. aめiflora HAYASHI et Y. KOBAYASHI 

ート

6. ヒレノプキ

Adenocaulon hi問。laicum EDGEW. 

form. uro�terum HAYASHI 



ー岬 .<....，~・助曲面直弘品目

F 押岡崎品川

7. モモイロタテヤマギク

Aster di捌orphoPhyllus FRANCH. et SAVAT. 

form.γ'oseus HA  Y ASHI 

9. ホソパノミミガタテンナンショウ

Arisaema li例batu削 NAKAI et MAEKAWA 

form. angustifolium HAY ASHI 

PIate 7-

8. "7ノレパノカシワノミハグマ

Pertya γobustum (MAXIM.) BEAUVERD. 

form. rotundatum HAYASHI 

10. エダウチミゾシダ

Leptogra問問G 例ollissi刑a (FISCH.) CHlNG. 

form. takaoyamensis HAY ASHI 



-Plate 8ー

ll. ノ、カe ワリコタニワタリ

Phyllitis scolopendrium (LINN.) NEWM. 

form. variifolium HAYASHI 

ll. ノ、ガ「ワリコタニワタリ

Phyllitis scolopendrium (LINN.) NEWM. 

12. ムラサキギンパイソウ

Deinanthe bifida MAXIM. 

form. violacea HAYASHI 

form. variifolium HAYASHI 



シシンデン (紫震殿)

Shishindenia eγicoides MAKINO 

-Plate 9-

シシンデン(紫炭殿〉の雄花

Shishindenia ericoides MAKINO 

シシンデン (紫辰殿)

Shishindenia ericoides MAKINO 



-plate 10ー

シシンデン(紫漠殿〉の雄花

Shishindenia ericoides MAKINO 




